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　埼玉県央広域消防本部では、従来のシステムから更に機能向上させた高機能消防指令システムを、３月１日
から運用を開始しました。
　最新鋭の機器により、119番通報者の位置が地図に表示され、災害現場に一番近い消防車、救急車などに出動
指令を発します。さらに、消防関係者には災害情報を電子メールで即報でき、住民からの問い合わせには自動
案内装置により同時に10回線まで対応します。また、声による通報が困難な方を対象に、インターネットを利
用した119番通報システムの運用を開始しました。
　最新の情報技術を駆使した高機能消防指令装置の整備により、更なる住民の安全と安心の確保に努めます。

最新鋭の高機能消防指令装置 ～より速く より正確に～最新鋭の高機能消防指令装置 ～より速く より正確に～最新鋭の高機能消防指令装置 ～より速く より正確に～

１１９番は緊急回線です！
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県央だよりVol.１６　１２月号掲載内容の訂正とお詫び
　　１２月号₃ページに消防本部・消防署の電話・ＦＡＸ番号の変更についての掲載内容に誤りがありましたので、お詫び申し上げますとともに、次の
とおり訂正します。　鴻巣消防署　ＦＡＸ（誤）０４８－５９５－３７１７（正）０４８－５９７－３７１７� 問合せ　消防総務課☎048-597-2002
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　県央だよりでは、更新された「消防車両」を紹介しています。
　平成２４年度に更新された鴻巣消防署吹上分署の高規格救急自動車及び鴻巣消防
署の救助工作車Ⅱ型を紹介します。

消防車両紹介
高規格救急自動車（平成２４年１２月）

緊急消防援助隊支援車両（人員輸送車）の紹介

　高規格救急自動車は、救急救命
士等による救命処置・観察等が行
える資機材（患者監視モニター、
AED、点滴、強心剤、気道を確保
するためのチューブ等）を装備し
た車両です。

　平成２５年₃月、国から緊急消防援助隊支援車両として人員輸送車が配備されました。
　この人員輸送車は、隊員の輸送を行うことにより、長期間における消防活動を支援する車両で、今
後の緊急消防援助隊支援活動の強化が図れます。� 問合せ　警防課☎０４８－５９７－２００３

救助工作車Ⅱ型（平成２５年₂月）
　救助工作車Ⅱ型は、ウインチ装
置、クレーン装置及び照明装置を
装備し、色々な救助活動に対処で
きるよう最新の救助用資機材も積
載した車両です。

募集予定期間：平成25年₈月頃
試験予定日：平成25年₉月頃
採用予定日：平成26年₄月₁日

　詳細については、７月頃、組合市広報紙及び埼玉県央広域事務組合
ホームページ（http://www.ken-o.or.jp/）にてお知らせする予定です。
問合せ　消防総務課☎０４８－５９７－2002

消防職員を募集します

＊�病院へ向かう前には、必ず電話で診察可能か確認してから
向かうようお願いします。
１１９番通報は落ち着いて！
　まず始めに、事故の内容（火事、病気、怪我等）と住所を
最初に教えてください。
　消防車等を直ちに出動させてから詳しい内容をお聞きしま
すので、こちらの質問に答える形で内容を教えてください。
１１９番通報は固定電話で！
　固定電話がお近くにあるときは、なるべく固定電話をお使
いください。
　携帯電話やスマートフォンは、通報者の居場所が正確に把
握できない場合があります。
　応急手当の技術を身に付けて！
　意識が無く、呼吸をしていない状態の時は、１１９番通報
時すぐにその旨を伝えてください。必要な措置を指導します
ので、こちらの指示に従い落ち着いて心臓マッサージ等を実
施してください。� 問合せ　指令課☎048-595-1191

☆　休日夜間の診察は
＊日曜、祝祭日の歯科診療（9時30分～12時30分）
　北足立歯科医師会口腔保健センター　０４８－５９６－０２７５
＊鴻巣夜間診療所（19時～22時：鴻巣市保健センター内）
　　　０ ４８－５４３－１５６１

桶川市救急指定病院はダイヤル１番
北本市救急指定病院はダイヤル２番
鴻巣市救急指定病院はダイヤル３番

＊　管内の災害情報案内（24時間）
埼玉県央広域消防本部自動案内
０４８－５９７－１１１９

＊　夜間、休日の病院案内（24時間）
埼玉県救急医療情報センター
０４８－８２４－４１９９

小児夜間診療当番病院
（桶川北本伊奈地区）
はダイヤル４番

埼玉県央広域消防本部　病院案内
０４８－５９７－３３０１

音声ガイダンスが流れるので、ダイヤル５番を押してください

休日当番病院
（鴻巣地区、桶川北本伊奈地区）

はダイヤル５番

☆�　間違えてダイヤルしてしまったときは、「間違いです。」と言って電話を切
るようお願いします。無言で切断すると、確認できるまで折り返し電話をする
こととなります。

☆　埼玉県央広域消防本部病院案内　０４８－５９７－３３０１
＊当消防本部では、音声ガイダンスによる病院案内を行っています。管内の救
急指定病院、小児夜間診療当番病院（桶川北本伊奈地区）、休日当番病院（鴻
巣地区、桶川北本伊奈地区）の電話番号などを知ることができます。詳しい方
法は下の図を参考にしてください。

☆次のような問合せは、それぞれの各種案内ダイヤルをご利用ください。

　夏が近づき、気温の上昇する日が続いております。昨年₆月から₉月の₄ヶ月間、埼玉県央広域消防本部管内
（鴻巣市、桶川市、北本市）で１２２人が暑さによる体調不良（熱中症等）により救急車で搬送されました。
　病院へ搬送された人の初診時の約半数は軽症ですが、重症以上となっている人もおります。また、熱中症は全て
の年齢層で発生していますが、特に高齢者に多く発生しております。熱中症に罹った場合は、直ちに水分補給や体
温を下げるなどの対応をおこなわなければなりません。不安を感じた際には、救急車の要請をおこなってください。
　熱中症の理解のため、当消防本部HP（http://www.ken-o.or.jp/firehead/index.html）をご覧ください。
� 問合せ　救急課☎０４８－５９７－２１１９

熱中症に注意しましょう
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問合せ　予防課☎048-597-2004

ドクターヘリについて
　ドクターヘリは、傷病者の状態により消防本部が出動要請をおこない、主に臨時離発着場に指定されている学校のグラウ
ンドや大規模な公園などを使用し離着陸をおこないます。埼玉県ドクターヘリの出動回数は年々増加傾向にあり、今後、当
消防本部地域内におきましても増加することが予想されます。
　ドクターヘリ離着陸時には、離着陸現場に予め付近の消防車等が出動し、離着陸に支障が無いように安全措置をおこない
離着陸に備える体制をとっておりますが、場合により物が飛んだりするなど危ない状況も考えられますので、現場付近には
近づかないでください。
　傷病者のために、最善の活動を日々心がけておりますので、今後も救急活動に御協力をお願いいたします。また、参考と
いたしまして臨時離発着場に指定されている場所を掲載いたします。
《鴻巣市》
①　鴻巣市立馬室小学校　
②　上谷総合公園多目的グラウンド
③　川里中央公園多目的グラウンド
④　埼玉県消防学校
⑤　パノラマ公園

⑥　鴻巣市陸上競技場
⑦　糠田グラウンド
《桶川市》
①　桶川市立朝日小学校
②　桶川市立日出谷小学校
③　埼玉県立桶川高等学校

④　埼玉県立桶川西高等学校
《北本市》
①　北本市立中丸小学校
②　北本市立北本中学校
③　北本スポーツセンター
� 問合せ　救急課☎０４８－５９７－２１１９ 問合せ　県央みずほ斎場☎048-569-2800 問合せ　総務課☎048-597-２００１

平成２５年２月定例会が２月１４日（木）に開催されました。提出議案とその結果は、次のとおりです。

　県央みずほ斎場では、火葬中のダイオ
キシン類の発生を抑制するため、故人が
生前愛用していた衣類、メガネ、書籍、
おもちゃなどの副葬品を棺に入れること
を制限しています。
　副葬品の燃焼によりダイオキシン類が発
生するとともに、焼骨に汚れが付着し、お
骨を確認することが難しくなりますので、
副葬品の自粛にご協力ください。

平成２５年₂月定例会提出議案 結果
専決処分の承認を求めることについて（埼玉県央広域事務組合職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例の一部を改正する条例） 承 認
埼玉県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少について 原案可決
埼玉県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の増加及び同組合の規約変更について 原案可決
埼玉県央広域事務組合証人等の実費弁償に関する条例の一部を改正する条例 原案可決
埼玉県央広域事務組合職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 原案可決
平成２４年度埼玉県央広域事務組合一般会計補正予算（第₄号） 原案可決
平成２４年度埼玉県央広域事務組合斎場特別会計補正予算（第₂号） 原案可決
平成２５年度埼玉県央広域事務組合一般会計予算 原案可決
平成２５年度埼玉県央広域事務組合斎場特別会計予算 原案可決
埼玉県央広域事務組合議会運営委員会条例の一部を改正する条例 原案可決
埼玉県央広域事務組合議会会議規則の一部を改正する規則 原案可決

次回の定例会（平成２５年₇月定例会）は、₇月下旬に開会される予定です。

組合議会定例会のお知らせ県央みずほ斎場から
副葬品自粛のお願い

家庭の防火対策を強化しましょう

平成２４年　火災・救急・救助の概要について

　家庭における出火防止対策のためには、不審火を防ぐ環境づくりが重要です。全国的に近年の出火原因の第一位は
放火によるものです。家の周りに燃えやすいものを放置しないなど、放火されない環境
づくりを心がけましょう。
　また家庭内では、万が一火災が発生した場合に逃げ遅れないために、必要な場所に住
宅用火災警報器を設置すると共に、火災を初期の段階で食い止めるため、家庭用消火器
等を設置しておくことも有効です。
　そして、調理中にガスコンロ等の火が着衣に着火するのを防ぐための防炎物品（エプ
ロンや割烹着など）を使用することも家庭の防火対策の上で有効です。

種別
市別 急病 交通事故 一般負傷 その他 合計
鴻巣市 ２，７３３ ４００ ５５４ ５７４ ４，２６１
桶川市 １，８９２ ３３８ ３４１ ３１１ ２，８８２
北本市 １，６８７ ２５４ ３５５ ４０２ ２，６９８
その他 ０ ７ ０ ５ １２
合　計 ６，３１２ ９９９ １，２５０ １，２９２ ９，８５３

救　急
種別

市別 交通事故 火災 水難 その他 合計
鴻巣市 ２０ ２０ １ ３４ ７５
桶川市 ９ ８ ３ ２９ ４９
北本市 ６ １０ ２ １７ ３５
その他 ０ １ １ ０ ２
合　計 ３５ ３９ ７ ８０ １６１

救　助（件） （件）
歳 入歳 入
合計

 4,429,600千円（100％）

歳 入歳 入
合計

 302,400千円（100％）

歳 出歳 出
合計

 4,429,600千円（100％）

歳 出歳 出
合計

 302,400千円（100％）

財産収入 
39千円（0.0％）
消防施設整備基金預金利子など

分担金及び負担金
3,441,593千円（77.7％）
各組合市からの負担金

使用料及び手数料 
2,456千円（0.1％）
組合の土地や建物の行政財産使
用料、危険物検査の手数料など

諸収入など 
2,756千円（0.1％）
団体生命保険事務手数料の雑収
入など

総務費 
71,443千円（1.6％）
特別職、一般職の人件費、
事務機器・情報管理の経
費など組合運営に要する
経費

議会費
6,872千円（0.2％）
議員報酬、行政視察の
経費など議会活動に要
する経費

斎場費
212,975千円（4.8％）
各組合市負担金と財政調
整基金繰入金を斎場特別
会計に繰り出す経費

公債費
224,797千円（5.1％）
借り入れた組合債の償
還に要する経費

予備費
4,000千円（0.1％）

繰入金
273,356千円（6.2％）
財政調整基金や消防
施設整備基金からの
繰入金など

消防費
3,909,513千円（88.2％）
消防職員の人件費、車両
装備品の購入や庁舎の維
持管理など消防、救急、
救助業務に要する経費

組合債
703,400千円（15.8％）
消防施設整備や消防車両
整備で借入れる地方債

繰越金
6,000千円（0.1％）
前年度からの繰越金

予備費 
3,000千円（1.0％）

公債費
55,860千円（18.5％）
借入れた組合債の償還
に要する経費

事業費
243,540千円（80.5％）
斎場の維持管理・運
営など

繰越金 
1,000千円（0.3％）
前年度からの繰越金

諸収入 
2千円（0.0％）
組合預金利子の雑収入など

使用料及び手数料
88,423千円（29.3％）
火葬室や式場の使用料
など

繰入金
212,975千円（70.4％）
一般会計からの繰入金
（各組合市負担金・財政
調整基金繰入金）

当初予算 44億2,960万円当初予算 44億2,960万円

当初予算  3億240万円当初予算  3億240万円

 一般会計

斎場特別会計
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　火災出動件数は、９７件で前年に比べ３０件減少しました。
　火災の出火原因は、放火の疑いや放火、たばこ、コンロなどの消し忘れが多く見られます。一人ひとりの
防災意識を深め、火の元の不注意や不始末をなくすことが火災予防につながります。
　尊い命や大切な財産を失わないよう火の取り扱いには十分注意してください。

問合せ　救急課☎048-597-2１１９
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種別
市別

火災種別
合　計

建物 車両 その他

鴻巣市 １８ ３ ２６ ４７

桶川市 ８ ３ １７ ２８

北本市 １０ ４ ８ ２２

合　計 ３６ １０ ５１ ９７

火　災


